
１年 ２年 ３年 朝 後 １年 ２年 ３年

1 木
教育の日・フリー参観　　　教育週間
市教委研究委嘱発表会

× × × 〇 × 11:50 11:50 11:50

２ 金
フリー参観

○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 4:15

３ 土 文化の日

４ 日
県駅伝大会（熊谷ｽﾎﾟｰﾂ文化公園）

５ 月
　　　　　　　　　　全学年教育相談

○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 3:15

６ 火 ○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 3:15

７ 水
校長講話⑤

○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 3:15

８ 木
市内中学校音楽会
学費振替日 ○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 3:15

９ 金
安全点検日

○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 3:15

10 土
　

11 日

12 月
　　　　　　　　　　後期教育実習開始

○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 3:15

13 火
荒中検定③（３年生）
特別支援学級中学校交流会

○ ○ ○ 〇 〇 5:00 5:00 3:15

14 水
県民の日
熊谷市中学生ジュニア議会

15 木
荒中検定③（１・２年生）

○ ○ ○ 〇 × 4:30 4:30 3:15

16 金 ○ ○ ○ 〇 × 4:30 4:30 4:15

17 土
第２回ＰＴＡ資源回収日

　

18 日

19 月 ○ ○ ○ 〇 × 4:30 4:30 3:15

20 火
教育事務所・市教委合同訪問
特別日課

○ ○ ○ 〇 〇 1:35 1:35 1:35

21 水
３年後期中間テスト

○ ○ ○ 〇 〇 4:30 4:30 3:15

22 木
３年後期中間テスト

○ ○ ○ 〇 ○ 4:30 4:30 4:15

23 金
勤労感謝の日

24 土
PTA親善バレーボール大会
江南体育館 　

25 日

26 月
生徒会専門委員会（後期②）
第２回熊谷市中三実力テスト ○ ○ ○ 〇 〇 4:30 4:30 3:15

27 火
学年集会⑥
第1回進路委員会 ○ ○ ○ 〇 〇 4:30 4:30 4:15

　

28 水 ○ ○ ○ ○ ○ 4:30 4:30 4:15

29 木
市教研学習指導研究会

× × × ○ × 1:35 1:35 1:35

30 金
テスト前部活動中止

○ ○ ○ × × 4:15 4:15 4:15

自由と平和を愛し、文化をすすめる日

　平成３０年１０月２７日（土）　７：４０～１２：００、熊谷南小学校区の１４自治会と連
携して地域防災訓練を行います。
　　当日は、体験活動として、消火訓練・AED操作などの実践的な訓練を予定して
おります。
　閉会後に非常食（アルファ米五目ごはん）救急バン１箱の配布があります。
　すでに、参加申込みを提出して頂いていますが、是非保護者の皆様も参加よろ
しくお願いします。

　１０月１４日（土）ＰＴＡバザーでは、保護者の皆様、地域の方々にご
協力いただき、たいへん盛況な行事となりました。ＰＴＡ役員さん、学校
応援団の皆様のご尽力に心より感謝申し上げます。
　
　さて、以下のとおり第２回資源回収を行います。
　　日時  平成３０年１１月１７日（土）９：３０～１０：３０
　　　　　班長さんが回収にまわります。
　　　　　ご協力の程、よろしくお願いいたします。

　
　平成３０年度も早いもので、前期が終了しようとしています。
　前期は、様々な学校行事がありました。特に３年生にとっては、１つ１つの
行事に「中学校生活最後の」という言葉がつきました。その中学校生活最後の
様々な行事に、３年生は全力で取り組み、見事に企画・運営をしてくれまし
た。初めて経験する１年生にとって、３年生の姿は、凜々しく、たくましく見
えたのではないでしょうか。
　さて、今日は、君たちに校歌の中にある言葉でもあり、目指す生徒像の中に
もある「磨く」という言葉について話をしたいと思います。
　私は、君たちのことをダイヤモンドの原石だと思っています。それは、君た
ちの将来には、自らの優れた才能を発揮する様々な立場と、人として誰からに
も尊敬される可能性が無限に広がっているからです。しかし、ダイヤモンドが
人によって磨かれなければ決して光り輝くことがないように、その立場や可能
性を自分のものとするためには、自らを自らの行動で磨かなければ、手に入れ
ることができないのです。
　では、どうすれば自らを自らの行動で磨くことになるのでしょうか。
　その答えのヒントは、部活動にあると私は思います。君たちは、部活動の大
会で活躍しようと、あるいは自分の技術をさらに向上させようと日々努力をし
ています。苦しい練習や辛い練習を仲間とともに乗り越えよう歯を食いしばっ
て我慢しています。この努力や我慢が磨くということにつながるのです。つま
り、自分の日々の生活から、何の努力もしないですぐにできることや多少の我
慢もせずにらくしてできることを除き、嫌なことや苦しいこと、辛いことなど
に挑戦するのです。そして、この挑戦こそが君たちを磨く砥石になるのだと私
は思います。
　もう一度言います。君たちは、ダイヤモンドの原石なのです。ただの石とし
て終わることなく、ダイヤモンドとして光り輝いて欲しいと私は強く思いま
す。
　最後に、この後、各クラスで成績通知票が担任の先生から渡されます。その
成績票には５段階評定と、観点別評価が記入されています。各教科における自
分の得意とする分野と苦手とする分野を観点別評価で確認し、更に自分の力を
伸ばすために何をすることが自分を磨くことにつながるのかを考え、後期に備
えてくれることを期待し、前期終業式式辞といたします。
　平成３０年１０月１８日　　熊谷市立荒川中学校長　　宇野　聡規

完 全 下 校 時 刻

勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう。

　県では、教育に関する理解を深めていただくため、１１月１日を「彩の国教
育の日」、１１月１日から７日までを「彩の国教育週間」としています。
　期間中は、県や市町村、学校、社会教育施設、各種団体等で、学校公開や親
子向け体験教室などの事業を多数実施しています。ぜひご参加ください。
　詳しくは、県ホームページを御覧ください。（「彩の国教育の日」
と検索してください。）
　本校では、11月1日(木）～11月２日（金）にフリー参観を実施
いたします。終日公開していますので、子どもたちの授業風景を
ご覧ください。

※次号は１１月２０日発行予定です。

　

校内行事
部 活

日 曜

〔お知らせ〕
　熊谷市では、全ての小中学校において、１０月１９日
（金）（秋季休業日）を「日直を置かない日」と設定し
ました。この日は、原則学校は職員が不在となります。
御用の場合、１０月２２日（月）以降にご連絡を頂くよ
うお願い申し上げます。なお、緊急のご用件がありまし
たら、以下のところまでお電話ください。

熊谷市教育委員会教育研究所教育相談窓口
　　　　５２４－１１１１（内線　５５１）

　新人大会市予選が１０月４日から６日まで行われ、各競技会場で３年生から
バトンを受け継いだ２年生、１年生が健闘しました。
　剣道部女子団体　　　　　　　　　優勝　　県大会出場
　　　　男子団体　　　　　　　　　準優勝　県大会出場
　　　　女子個人　宮本愛佳さん　　優勝　　県大会出場
　　　　　　　　　丸山結心さん　　準優勝　県大会出場
　女子ソフトテニス部個人　加藤鈴菜・松本芽生ペア　準優勝　県大会出場
　女子ソフトテニス部個人　牧田華奈・河邊友香ペア　　３位　県大会出場
　女子バレーボール部　　　　　　　　優勝　　県大会出場
  女子ソフトテニス部団体　　　　　　２位　　深谷市２位との代表決定戦へ
　野球部　　　　　　　　　　　　　　３位
　女子バスケットボール部　　　　　　３位

給 食

　３年後期中間テストを下記の計画で実施いたします。
　　　　　　　　 　　　　１　　２　　３　　４　　５　　６
　　　　　　２１（水）　技家　保体　社会　数学　国語　ｶｯﾄ
　　　　　　２２（木）　美術　音楽　英語　理科　木５　木６

　１、２年生の後期中間テストについては、１２月４，５日になっていま
す。
　　　　　　　 　　　　１　　２　　３　　４　　５　　６
　１学年　　　４（火）数学　英語　国語　月４　月５　月３
　　　　　　　５（水）火１　社会　理科　火４　火６　火６
　
　２学年　　　４（火）数学　理科　英語　月４　月５　月３
　　　　　　　５（水）授業　国語　社会　火４　火５　火６
　　　　　　　　計画的に、家庭学習を進めていきましょう。

　
　　　　　　以下のとおりＰＴＡ親善バレーボール大会が行われます。
　
　　　　日　時  平成３０年１１月２４日（土）９：００～
　　　　場　所　熊谷市江南体育館
　　　　　　　　 荒川中ＰＴＡバレー部（本気ーズ）毎週土曜日の夕方に
　　　　　　　　 練習を重ねいよいよ大会本番に臨みます。
　　　　　　　　 是非、応援お願いします！

Ｈ３０保護者宛第１９号 荒川中学校

めざす生徒像
本気で学ぶ生徒（知力） 本気で磨く生徒（徳力） 本気で鍛える生徒（体力）

平成３０年度 １１月

〇今月の生活目標：授業が大事 準備の徹底と始業時間の厳守

〇今月の心の目標：集団生活の向上

自分の役割を果たし、集団生活を向上させよう。

11

月

号

熊谷の子どもたちは、これができます！
４つの実践 ３減運動

①朝ごはんをしっかり食べる。 ①テレビの時間を減らします。

②呼ばれたら「はい」と元気よく ②ゲームの時間を減らします。
返事をする。

③スマートフォン・携帯電話や
③「ありがとう」「ごめんなさい」と言う。 パソコンに触れる時間を

減らします。
④友だちをたくさんつくる。

大人が手本となって


